
平
均
11
・

2
％
の

大
幅
な

保
険
料

引
き
上

げ
と
な

る
２
０

２
６
年

度
・
２

０
２
７

年
度
の

「
後
期

高
齢
者

医
療
保

険
料
」

算
定
案

が
11

月

に
広
域

連
合
に

よ
っ
て

示
さ
れ
、

1
月
末

の
広
域

連
合
議

会
で
の
正
式
決
定
が
迫
る
中
、

東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
と

年
金
者
組
合
東
京
都
本
部
は
、

広
域
連
合
と
東
京
都
を
訪
問

し
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

回
避
す
る
こ
と
、
低
所
得
高

齢
者
の
保
険
料
を
引
き
下
げ

る
こ
と
、
都
と
し
て
必
要
な

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を

求
め
て
、
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

（
詳
報
２
面
）

※
下
の
写
真
は
東
京
都
保
健

医
療
局
へ
の
申
し
入
れ

１
月
12
日
に
高
齢
者
大
会

中
央
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、

２
０
２
６
年
11
月
10
日
（
火
）

～
11
日
（
水
）
の
大
阪
国
際

会
議
場
で
開
か
れ
る
「
第
39

回
日
本
高
齢
者
大
会
in
お
お

さ
か
」
の
準
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。

第
39
回
高
齢
者
大
会
は
、

大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全

国
か
ら
高
齢
者
と
関
係
者
が

地
域
の
運
動
を
持
っ
て
集
ま

り
、
学
習
講
座
や
分
科
会
を

通
じ
て
、
運
動
を
交
流
し
高

齢
者
の
抱
え
る
課
題
や
未
来

に
つ
い
て
深
く
議
論
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
運
動
の
指
針

や
、
新
た
な
仲
間
と
の
出
会

い
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず

で
す
。
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
今
後
発
表
さ
れ
る
続
報

を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
是
非

地
域
か
ら
積
極
的
な
参
加
組

織
に
と
り
く
ん
で
く
だ
さ
い
！

※

大
阪
大
会
へ
の
参
加
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、

希
望
あ
れ
ば
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

ま
た
、
取
り
組
み
に
あ

た
っ
て
の
協
力
者
も
お
願
い

し
ま
す
。
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千
野
会
長
の

年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
東
京
高
齢
期
運

動
連
絡
会
の
様
々
な
活
動
、

日
本
高
齢
者
大
会
in
さ
い

た
ま
、
年
末
の
厚
労
省
前

座
り
込
み
な
ど
に
参
加
、

結
集
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。年

明
け
か
ら
、
世
界
は

激
動
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
は
１
月
４

日
独
立
国
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

を
攻
撃
し
、
100
人
も
の
死

者
を
出
し
、
マ
ド
ゥ
ロ
大

統
領
夫
妻
を
拉
致
し
、
ア

メ
リ
カ
の
法
廷
で
裁
判
を

始
め
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ

ザ
で
の
虐
殺
な
ど
３
年
以

上
も
世
界
中
で
戦
争
が
続

い
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ

は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど

に
も
侵
略
の
意
欲
を
隠
し

て
い
ま
せ
ん
。
世
界
は
大

国
、
独
裁
者
同
士
の
欲
の

ぶ
つ
か
り
合
い
の
様
相
を

示
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

と
人
権
を
基
礎
に
し
た
世

界
の
あ
り
方
を
一
歩
か
ら

で
も
主
張
し
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
を
振
り
返
っ
て
も
、

昨
年
発
足
し
た
高
市
内
閣

は
本
当
に
国
民
無
視
の
ひ

ど
い
内
閣
で
あ
る
こ
と
を

露
呈
し
て
い
ま
す
。
物
価

高
騰
対
策
、
政
治
と
カ
ネ

の
問
題
な
ど
国
民
の
切
実

な
願
い
に
は
応
え
ず
、
ト

ラ
ン
プ
の
軍
事
費
増
強
の

圧
力
に
積
極
的
に
応
え
、

ナ
チ
ス
張
り
に
治
安
維
持

法
の
入
口
と
な
る
ス
パ
イ

防
止
法
に
ま
で
手
を
出
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
ら

の
失
言
に
端
を
発
し
な
が

ら
一
部
の
国
民
の
支
持
を

背
景
に
中
国
へ
の
攻
撃
的

な
姿
勢
を
続
け
、
国
際
的

な
紛
争
の
タ
ネ
を
ま
き
、

自
ら
の
支
持
率
維
持
の
た

め
に
煽
っ
て
さ
え
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
の
出
現
が
引

き
金
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

世
界
中
で
極
右
が
伸
び
、

独
裁
政
治
が
世
界
を
席
巻

す
る
土
壌
は
世
界
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
、
世

界
の
人
々
が
自
分
だ
け
で

も
一
人
だ
け
で
も
「
ノ
ー
」

と
言
い
、
仲
間
と
連
帯
の

広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

戦
争
を
知
る
最
後
の
世

代
で
あ
る
高
齢
者
が
、
担

う
役
割
は
大
き
い
。
い
ま

こ
そ
「
日
本
高
齢
者
人
権

宣
言
」
の
精
神
を
社
会
に
、

世
界
に
広
げ
る
た
め
に
、

何
よ
り
高
齢
者
の
く
ら
し

を
守
り
、
ね
が
い
を
実
現

す
る
た
め
に
今
年
も
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

東京後期高齢者医療
保険料引き上げ回避求め
広域連合と都庁に申し入れ！

今
年
の
高
齢
者
大
会
は

11
月
10
～
11
日
大
阪
で



■
大
幅
値
上
げ
の
背
景

今
回
の
大
幅
引
き
上
げ
の

要
因
は
、
高
齢
化
に
よ
る
一

人
当
た
り
医
療
費
の
自
然
増

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
下
の
３
つ
が
大
幅
引
き
上

げ
の
主
要
な
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。

・
第
１
に
２
０
２
４
年
度
の

法
改
正
で
「
現
役
世
代
の
１

人
あ
た
り
支
援
金
」
の
増
え

方
と
、
「
高
齢
者
（
75
歳
〜
）

の
１
人
あ
た
り
保
険
料
」
の

増
え
方
を
同
じ
に
す
る
制
度

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
、

・
第
２
に
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
が
財
源
を
一
部
負
担
す

る
仕
組
み
の
出
産
育
児
一
時

金
が
42
万
円
か
ら
50
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
更
に
２
０

２
４
年
度
２
０
２
５
年
度
は

激
変
緩
和
で
半
額
負
担
だ
っ

た
の
が
全
額
保
険
料
に
上
乗

せ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、

・
第
３
に
２
０
２
４
年
度
の

改
正
法
に
よ
り
、
少
子
化
対

策
の
財
源
と
し
て
、
す
べ
て

の
公
的
医
療
保
険
（
健
康
保

険
、
国
保
、
後
期
高
齢
者
医

療
）
に
子
ど
も
子
育
て
支
援

金
の
負
担
が
上
乗
せ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

■
保
険
料
最
終
案
作
り

大
詰
め

１
月
中
旬
現
在
広
域
連
合

と
東
京
都
が
や
り
と
り
し
な

が
ら
、
最
終
案
作
り
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会

と
年
金
者
組
合
東
京
都
本
部

は
、
１
月
９
日
の
広
域
連
合

へ
の
要
請
に
続
き
、
１
月
13

日
（
火
）
、
東
京
都
庁
・
保

健
医
療
局
を
訪
れ
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
申
し
入
れ
の
目
的

は
、
「
い
ま
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
に
何
が
起
き
て
い
る
の

か
」
と
い
う
現
場
の
実
態
を

伝
え
、
高
齢
者
の
く
ら
し
、

特
に
低
所
得
の
高
齢
者
の
く

ら
し
を
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
保
険
料
引
き

上
げ
回
避
に
向
け
て
、
都
に

前
向
き
な
解
決
策
の
検
討
を

要
請
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

■
数
字
の
裏
に
あ
る

「
暮
ら
し
の
痛
み
」

私
た
ち
は
、
マ
ク
ロ
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
物
価
に
追
い
付

か
な
い
年
金
の
も
と
、
物
価

高
騰
に
苦
し
み
、
食
費
を
削

り
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
暖
房
を
控
え
て
い
る
多
く

の
低
所
得
高
齢
者
が
い
る
こ

と
を
。
そ
し
て
、
制
度
の
境

界
線
に
い
る
方
々
が
、
わ
ず

か
な
「
年
金
増
」
に
よ
っ
て
、

医
療
費
窓
口
負
担
増
や
住
民

税
課
税
、
保
険
料
増
な
ど
に

よ
り
可
処
分
所
得
が
減
る
不

合
理
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

現
実
を
、
行
政
の
担
当
者
に

伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
統

計
上
の
数
字
で
は
な
く
、
東

京
で
懸
命
に
生
き
て
き
た
方
々

の
、
い
ま
現
在
の
困
窮
の
実

態
で
す
。

■
「
都
の
力
」
を
解
決

の
た
め
に

直
接
の
保
険
者
で
あ
る
広

域
連
合
の
努
力
に
は
、
財
政

上
の
限
界
が
あ
り
ま
す
。
１

月
13
日
の
東
京
都
保
健
医
療

局
へ
の
要
請
で
、
私
た
ち
は
、

制
度
の
数
理
的
な
理
屈
で
、

生
活
に
困
窮
す
る
低
所
得
高

齢
者
の
実
態
を
無
視
す
る
の

で
は
な
く
、
東
京
都
が
自
治

体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
、
急
激
な
負
担
増
を
回

避
す
る
た
め
、
特
に
低
所
得

の
高
齢
者
の
困
窮
を
軽
減
す

る
た
め
、
東
京
都
の
財
政
力

を
活
か
し
必
要
な
財
政
措
置

を
検
討
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

■
声
を
あ
げ

負
担
増
回
避
へ

年
金
者
組
合
で
は
、
各
支

部
か
ら
広
域
連
合
と
東
京
都

に
要
請
書
を
送
る
と
と
も
に
、

各
区
市
町
選
出
の
広
域
連
合

議
員
へ
の
要
請
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
１
月
末
の
議
会

に
お
け
る
保
険
料
引
き
上
げ

回
避
を
目
指
し
て
、
私
た
ち

の
声
を
広
域
連
合
へ
東
京
都

へ
と
届
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊
高
齢
期
連
絡
会
の
要
請
書

は
、ht

t
ps

:/
/x

.
gd

/y
o
us

e
i

1

に
、

＊
年
金
者
組
合
各
支
部
か
ら

議
員
へ
の
要
請
書
は
、h

tt
p
s

:/
/x
.g

d
/y

ou
se

i
2

に

＊
年
金
者
組
合
各
支
部
か
ら

都
と
広
域
連
合
へ
の
要
請
書

は
、ht

t
ps

:/
/x

.
gd

/y
o
us

e
i

3

に
あ
り
ま
す
。
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東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
引
上
げ
は
回
避
を

1面の詳細記事

２
月
２
日
（
月
）

衆
院
第
二
会
館
で

「
２
・
１
高
齢
者
中

央
集
会
」
を
行
う
予

定
で
し
た
が
、
衆
議

院
解
散
に
よ
っ
て
、

会
場
が
使
用
で
き
な

く
な
り
、
議
員
要
請

行
動
も
出
来
な
く
な
っ

た
た
め
、
集
会
を
延

期
し
ま
す
。

選
挙
後
に
日
程
を

調
整
し
３
月
半
ば
に

行
う
予
定
で
す
。

高
市
首
相
は
突
如
と
し
て

衆
議
院
の
解
散
を
表
明
し
ま

し
た

。
今
回
の
解
散
は
、

物
価
高
騰
に
喘
ぐ
国
民
へ
の

具
体
的
な
対
策
や
、
政
治
と

金
・
旧
統
一
協
会
と
の
癒
着

の
究
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

行
わ
れ
る
も
の
で
す

。

現
在
、
高
齢
者
の
生
活

は
か
つ
て
な
い
窮
地
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す

。
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金

の
実
質
目
減
り
に
加
え
、
社

会
保
障
制
度
の
相
次
ぐ
後
退

は
、
国
の
財
政
の
歪
み
を
象

徴
し
て
い
ま
す

。
大
企
業

や
富
裕
層
に
は
膨
大
な
富
が

蓄
積
さ
れ
、
所
得
再
分
配
の

機
能
は
麻
痺
し
、
軍
事
費
だ

け
が
急
速
に
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す

。

さ
ら
に
２
６
３
万

人
も
の
反
対
署
名
に
背
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
の
強

権
的
押
し
付
け
が
行
わ
れ
て

い
ま
す

。

日
本
国
憲
法
は
、
す
べ
て

の
人
に
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
権
利
を
保
障
し
、

国
に
そ
の
義
務
を
課
し
て
い

ま
す

。
私
た
ち
の
怒
り
と

決
意
と
奮
闘
で
、
こ
の
総
選

挙
を
生
存
権
と
平
和
が
守
ら

れ
る
政
治
へ
の
転
換
の
第
１

歩
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

【延期】

暮
ら
し
不
在
の
解
散
を

転
換
の
第
１
歩
に
！



２
０
２
５
年
12
月
16
日
、

西
東
京
市
議
会
本
会
議
に
お

い
て
、
西
東
京
社
会
保
障
推

進
協
議
会
（
以
下
、
西
東
京

社
保
協
）
が
提
出
し
た
「
訪

問
介
護
事
業
者
へ
の
支
援
お

よ
び
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
」
が
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た

。

12
月
５
日
の
委
員
会
審
査

で
は
自
民
・
公
明
の
反
対
に

よ
り
不
採
択
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が

、
本
会
議
で
賛
成
14
、

反
対
13
と
い
う
1
票
差
で
覆

り
「
逆
転
採
択
」
と
な
り
ま

し
た

。

１
年
間
に
わ
た
る
実
態

調
査
と
運
動
の
経
過

今
回
の
結
果
は
、
緻
密
な

実
態
調
査
と
練
ら
れ
た
運
動

と
地
域
の
共
同
の
力
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

▼
実
態
調
査
の
開
始

「
ヘ
ル
パ
ー
が
希
望
通
り

に
来
て
く
れ
な
い
」
と
い
う

利
用
者
の
窮
状
を
受
け
、
野

党
議
員
団
の
提
案
を
受
け
て

２
０
２
４
年
12
月
か
ら
市
内

33
の
訪
問
介
護
事
業
所
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
開
始
し

ま
し
た

。
社
保
協
メ
ン
バ
ー

が
各
事
業
所
を
直
接
訪
問
し

て
回
答
を
依
頼
し
ま
し
た

。

▼
調
査
結
果
の
判
明

回
答
を
得
た
15
事
業
者
の

う
ち
、
87
%
が｢

経
営
が
苦
し

く
な
っ
た｣

と
回
答
し
ま
し

た

。
２
０
２
４
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
に
よ
る
基
本
報
酬

引
き
下
げ
が
、
現
場
の
経
営

を
直
撃
し
て
い
る
実
態
が
数

字
で
裏
付
け
ら
れ
ま

▼
学
習
会･

市
長
も
出
席

し
た

。
２
０
２
５
年
４
月
、
東
京

社
保
協
の
窪
田
光
前
事
務
局

長
を
助
言
者
に
招
き
、
35
名

が
参
加
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
報

告
・
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た

。
こ
の
場
に
は
池
澤
隆
史

市
長
が
参
加
し
、
事
業
者
側

の
切
実
な
声
に
対
し｢

ヘ
ル
パ
ー

の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
に

他
自
治
体
の
状
況
も
調
べ
る｣

と
公
開
の
場
で
言
及
し
ま
し

た

。

▼
多
角
的
な
署
名
活
動

２
０
２
５
年
10
月
〜
11
月
、

秋
の
2
カ
月
間
と
い
う
短
期

間
の
取
り
組
み
な
が
ら
、
計

１
２
７
４
名
の
方
々
か
ら
賛

同
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。毎

月
の
駅
頭
宣
伝
に
加
え
、

東
京
土
建
西
東
京
支
部
（
ア

ス
ベ
ス
ト
陳
情
を
準
備
中
）

と
の
共
同
行
動
を
実
施

。

さ
ら
に
「
西
東
京
社
保
協
通

信
」
へ
の
返
信
用
封
筒
同
封

や
、
都
営
住
宅
全
戸
へ
の
配

布
・
後
日
訪
問
に
よ
る
回
収

な
ど
、
新
た
な
手
法
で
市
民

の
声
を
可
視
化
し
ま
し
た

。

▼
市
議
会
逆
転
の
瞬
間

12
月
5
日
の
文
教
厚
生
委

員
会
で
は
、
自
公
の
反
対

（
５
票
）
に
よ
り
否
決
（
賛

成
４
票
）
さ
れ
ま
し
た

。

し
か
し
12
月
16
日
の
本
会
議

で
の
採
決
で
は
、
一
緒
に
会

派
を
組
ん
で
い
る
「
維
新
・

国
民
民
主
」
2
名
も
賛
成
し

全
野
党
が
結
束

。
経
営
努
力

不
足
を
主
張
す
る
与
党
側
に

対
し
、
野
党
議
員
が
次
々
と

登
壇
し
て
現
場
の
実
態
に
基

づ
く
賛
成
討
論
を
行
い
、
１

票
差
で
の
可
決
に
至
り
ま
し

た

。

採
択
さ
れ
た
陳
情
の

具
体
的
な
内
容

採
択
さ
れ
た
陳
情
事
項
は
、

以
下
の
２
点
で
す
。

１

市
独
自
の
支
援
策

報
酬
減
額
に
伴
う
減
収
へ

の
支
援
、
職
員
確
保
支
援
、

研
修
費
用
助
成
等
の
市
独
自

の
支
援
策
を
早
急
に
実
施
・

拡
充
す
る
こ
と

２

国
へ
の
意
見
書
提
出

訪
問
介
護
基
本
報
酬
引
き

下
げ
の
撤
回
、
お
よ
び
訪
問

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
・

介
護
基
盤
強
化
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と

要
求
活
動
が
動
か
す
政
治

採
択
さ
れ
た
の
は
、
何
よ

り
も
訪
問
介
護
事
業
者
と
ヘ

ル
パ
ー
の
強
い
要
求
と
、
そ

れ
を
後
押
し
す
る
１
２
７
４

筆
の
署
名
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
が
、
野
党
議
員
が
長
期
に

わ
た
っ
て
共
同
行
動
を
積
み

上
げ
て
信
頼
関
係
を
築
い
て

き
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

社
保
協
が
同
時
に
陳
情
し

た
「
国
保
料
値
上
げ
反
対
の

陳
情
」
１
２
７
６
筆
と
「
国

保
18
歳
均
等
割
軽
減
の
陳
情
」

１
２
６
０
筆
は
継
続
審
査
に

な
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
支
部
の
「
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
除
去
処
分
に
助

成
を
陳
情
」
９
４
１
筆
は
、

委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の

の
本
会
議
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
国
に
対
し
て

「
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
除
去
処

分
費
補
助
を
求
め
る
意
見
書
」

が
議
員
提
案
さ
れ
て
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
の
は
大
き

な
成
果
で
す
。

西
東
京
は
３
年
前
か
ら
市

議
会
議
席
が
与
野
党
同
数
で

“
新
し
い
政
治
の
風
”
が
吹

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
直
線
に
は
実
現
し
ま
せ

ん
が
、
粘
り
強
い
要
求
活
動

が
議
会
や
政
治
を
動
か
す
可

能
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
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西
東
京
市

訪
問
介
護
支
援
の
陳
情
を
「
逆
転
採
択
」

議
会
を
動
か
し
た
実
態
調
査
と

１
２
７
４
筆
の
署
名



（
文
：
西
東
京
社
保
協
か
ら

の
報
告
を
東
京
高
齢
期
運
動

連
絡
会
事
務
局
が
編
集
）

２
０
２
５
年
12
月
19
日
、

国
立
市
の
北
多
摩
西
教
育

会
館
に
お
い
て
、
「
公
共

交
通
の
充
実
を
求
め
る
三

多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

結
成
１
周
年
を
記
念
す
る

「
学
習
と
交
流
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
多
摩
各
地

か
ら
45
名
が
参
集
し
ま
し

た
。
ま
た
、
つ
ど
い
に
は
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

（
２
名
）
、
日
本
共
産
党

（
３
名
）
、
東
京
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
１
名
）
、

立
憲
民
主
党
（
１
名
）
の

計
７
名
の
都
議
会
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

運
動
の
背
景

日
野
の
深
刻
な
減
便
と

三
多
摩
各
地
の
結
集

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
成

の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
２
０
２
４
年
春
に

日
野
市
で
発
生
し
た
深
刻

な
事
態
で
す
。
京
王
バ
ス

の
主
要
路
線
（
日
野
駅
〜

立
川
駅
）
が
、
運
転
手
不

足
な
ど
を
理
由
に
「
１
週

間
に
１
本
」
と
い
う
、
実

質
的
な
路
線
廃
止
に
近
い

極
端
な
減
便
と
な
り
ま
し

た
。
高
齢
者
の
通
院
や
買

い
物
な
ど
生
活
に
甚
大
な

影
響
が
出
た
こ
と
か
ら
、

同
年
４
月
に
「
公
共
交
通

の
充
実
を
求
め
る
日
野
の

会(

現
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日

野)

」
が
発
足
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
三
多
摩
の
各

地
域
に
は
、
以
前
か
ら
交

通
問
題
に
取
り
組
む
多
様

な
運
動
が
根
付
い
て
い
ま

し
た
。
日
野
の
切
実
な
訴

え
に
呼
応
し
、
国
分
寺
、

府
中
、
立
川
、
多
摩
、
東

村
山
等
々
で
長
く
踏
ん
張
っ

て
き
た
運
動
が
手
を
つ
な

ぎ
、
２
０
２
４
年
12
月
、

12
市
か
ら
27
名
が
集
ま
り
、

三
多
摩
全
体
を
貫
く
大
き

な
う
ね
り
と
し
て
三
多
摩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
正
式
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

都
議
会
各
会
派
と
の

懇
談
と
具
体
的
対
話

結
成
以
来
、
三
多
摩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
各
地
域
の
状

況
と
運
動
を
交
流
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
２

０
２
５
年
４
月
15
日
に
は
、

10
市
26
名
が
参
加
し
て
東

京
都
に
対
し
以
下
の
４
点

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
を

要
請
し
ま
し
た
。

・
民
間
バ
ス
路
線
の
廃
止
・

減
便
を
く
い
止
め
る
た
め

の
指
導
・
監
督
と
財
政
支

援・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
補

助
に
つ
い
て
、
現
在
の

「
立
ち
上
げ
3
年
」
か
ら

継
続
補
助
へ
の
拡
充

・
バ
ス
運
転
手
不
足
の
実

態
調
査
と
、
採
用
・
養
成
・

処
遇
改
善
へ
の
支
援

・
都
営
バ
ス
の
多
摩
地
域

へ
の
拡
充

10
月
30
日
に
は
都
議
会

各
会
派
と
の
懇
談
を
実
施

し
ま
し
た
。
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
の
福
島
り
え
都

議
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
要
請
内
容
に
基
本
的

に
賛
同
す
る
と
と
も
に
、

「
都
営
バ
ス
で
も
運
転
手

不
足
が
深
刻
で
、
民
間
と

の
“
取
り
合
い
”
に
な
っ

て
い
る
現
状
が
あ
る
」
と

の
報
告
や
、
「
不
便
に
な

る
と
さ
ら
に
乗
客
が
減
る

悪
循
環
を
ど
う
軟
着
陸
さ

せ
る
か
悩
む
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
い
っ
た
、
都
政
の

直
面
す
る
課
題
が
具
体
的

に
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
権
」
の
視
点

と
具
体
的
提
言

12
月
19
日
の
つ
ど
い
で

は
、
可
児
紀
夫
氏
が
「
地

域
公
共
交
通
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
可
児
氏
は
、

「
交
通
は
人
権
で
あ
る
」

「
移
動
の
自
由
は
基
本
的

人
権
で
あ
る
」
と
い
う
視

点
を
軸
に
据
え
た
、
地
域

交
通
政
策
の
あ
り
方
を
現

場
で
調
査
し
た
豊
富
な
具

体
例
を
ふ
ま
え
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

日
野
市
か
ら
の
報
告
で

は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
具

体
的
な
要
望
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

・
生
活
路
線
の
確
保

多
摩
川
沿
い
や
丘
陵
地

に
お
け
る
交
通
空
白
地
域

の
解
消
、
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー

の
土
日
運
行
。

・
基
幹
交
通
の
整
備

病
院
や
市
役
所
な
ど

の
拠
点
施
設
へ
直
行
で

き
る
路
線
の
構
築
、
日

野
駅
〜
立
川
駅
路
線
の

復
活
。

・
利
便
性
の
向
上

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
ワ
ゴ

ン
タ
ク
シ
ー
や
多
摩
モ

ノ
レ
ー
ル
へ
の
適
用
拡

大
、
乗
り
継
ぎ
負
担
の

軽
減
。

11
月
13
日
に
は
日
野

市
議
会
の
超
党
派
の
議

員
５
名
と
も
初
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
「
公
共

交
通
は
赤
字
で
も
維
持

す
べ
き
」
と
い
っ
た
認

識
を
共
有
す
る
な
ど
、
日

野
で
は
自
治
体
や
議
会
を

動
か
す
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
２
０
２
６
年
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
、
都
議

会
議
員
を
招
き
「
住
民
の

交
通
権
を
保
障
す
る
東
京

の
公
共
交
通
政
策
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
公
開
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
地
で
粘
り
強
く
展

開
さ
れ
て
き
た
住
民
運
動

の
声
を
束
ね
、
都
政
へ
と

届
け
る
こ
と
で
、
誰
も
が
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交
通
権
・
移
動
の
自
由
を
掲
げ
て

「
公
共
交
通
の
充
実
を
求
め
る

三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

結
成
一
周
年
の
歩
み


